
(57)【要約】

【課題】有機物を含む廃水を処理するための、オゾンを

節約した新規方法を提供すること。

【解決手段】本発明は、廃水における化学的酸素要求量

（ＣＯＤ）を低下させるための方法を提供し、この方法

は、廃水中に含まれる有機物のオゾンによる酸化を終結

させ得る原子価イオンが、オゾンと共に使用され、この

廃水におけるＣＯＤを低下させることを特徴とする。１

つの実施形態において、上記原子価イオンは、ナトリウ

ムイオン、カリウムイオン、カルシウムイオン、マグネ

シウムイオン、アルミニウムイオン、鉄イオン、クロム

イオン、チタンイオン、およびニオブイオンからなる群

より選択される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
廃 水 に お け る 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｃ Ｏ Ｄ ） を 低 下 さ せ る た め の 方 法 で あ っ て 、 該 方 法 は 、
該 廃 水 中 に 含 ま れ る 有 機 物 の オ ゾ ン に よ る 酸 化 を 終 結 さ せ 得 る 原 子 価 イ オ ン が 、 オ ゾ ン と
共 に 使 用 さ れ 、 該 廃 水 に お け る Ｃ Ｏ Ｄ を 低 下 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 原 子 価 イ オ ン が 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 、 カ リ ウ ム イ オ ン 、 カ ル シ ウ ム イ オ ン 、 マ グ ネ シ
ウ ム イ オ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン 、 鉄 イ オ ン 、 ク ロ ム イ オ ン 、 チ タ ン イ オ ン 、 お よ び ニ オ
ブ イ オ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 原 子 価 イ オ ン が カ ル シ ウ ム イ オ ン で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 カ ル シ ウ ム イ オ ン の 源 が 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム お よ び 酸 化 カ ル シ ウ ム
か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 原 子 価 イ オ ン が マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン の 源 が 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 お よ び 酸 化 マ
グ ネ シ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
過 酸 化 水 素 を 添 加 す る 工 程 を さ ら に 包 含 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
炭 酸 カ ル シ ウ ム が 使 用 さ れ る 場 合 に 、 前 記 廃 水 の ｐ Ｈ 値 が ２ ～ ４ の 範 囲 に 調 整 さ れ る 、 請
求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
酸 化 カ ル シ ウ ム ま た は 水 酸 化 カ ル シ ウ ム が 使 用 さ れ る 場 合 に 、 前 記 廃 水 の ｐ Ｈ 値 が ９ ～ １
３ の 範 囲 に 調 整 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 有 機 物 が 有 機 酸 に 酸 化 さ れ た と き に 、 前 記 原 子 価 イ オ ン が 添 加 さ れ て 、 該 酸 化 を 終 結
さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 有 機 物 が ア ル コ ー ル に 酸 化 さ れ た と き に 、 前 記 原 子 価 イ オ ン が 添 加 さ れ て 、 該 酸 化 を
終 結 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 有 機 物 が ア ル デ ヒ ド に 酸 化 さ れ た と き に 、 前 記 原 子 価 イ オ ン が 添 加 さ れ て 、 該 酸 化 を
終 結 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 原 子 価 イ オ ン が 任 意 の 適 切 な 量 で 前 記 廃 水 に 添 加 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 原 子 価 イ オ ン が 、 １ 単 位 の Ｃ Ｏ Ｄ あ た り 約 １ 当 量 の 原 子 価 イ オ ン ～ １ 単 位 の Ｃ Ｏ Ｄ あ
た り ２ 当 量 の 原 子 価 イ オ ン の 量 で 添 加 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 原 子 価 イ オ ン が ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン の 源 が 、 ア ル ミ ナ お よ び 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 択
さ れ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 有 機 物 を 含 む 廃 水 を 処 理 す る 方 法 に 関 し 、 そ し て よ り 具 体 的 に は 、 オ ゾ ン お よ

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-237266 A 2004.8.26



び 原 子 価 イ オ ン （ ｖ ａ ｌ ｅ ｎ ｔ 　 ｉ ｏ ｎ ） の キ レ ー ト 形 成 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 廃 水
に お け る 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｃ Ｏ Ｄ ） を 低 下 さ せ る た め の 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
高 度 に 産 業 化 さ れ た 発 展 お よ び 急 速 な 人 口 増 加 に よ っ て 、 廃 水 の 処 理 は 、 近 代 都 市 に 対 す
る 重 要 な 問 題 と な っ て い る 。 オ ゾ ン を 使 用 し て 、 有 機 物 （ 油 、 脂 肪 油 な ど を 含 む ） を 酸 化
す る こ と に よ っ て 廃 水 に お け る Ｃ Ｏ Ｄ を 低 下 さ せ る 場 合 に 、 最 も 通 常 の 主 生 成 物 は 、 酸 化
反 応 の 速 度 に 依 存 し て 、 有 機 酸 、 ア ル コ ー ル 、 ま た は ア ル デ ヒ ド で あ る （ 非 特 許 文 献 １ を
参 照 ） 。 こ れ ら の 場 合 に お い て 、 Ｃ Ｏ Ｄ は 、 わ ず か に 低 下 さ れ る の み で あ っ た 。 有 機 酸 、
ア ル コ ー ル 、 お よ び ア ル デ ヒ ド が さ ら に 酸 化 さ れ て 、 二 酸 化 炭 素 お よ び 水 と な る ま で 、 酸
化 反 応 を 続 け る こ と を 試 み る こ と が 所 望 で あ る 場 合 、 こ の 反 応 プ ロ セ ス は 遅 く 、 そ し て 多
量 の オ ゾ ン が 消 費 さ れ る 。 進 歩 し た 酸 化 プ ロ セ ス （ 例 え ば 、 オ ゾ ン と 共 に 過 酸 化 水 素 を 使
用 す る こ と 、 オ ゾ ン と 共 に Ｕ Ｖ 照 射 を 使 用 す る こ と 、 お よ び オ ゾ ン と 共 に 触 媒 を 使 用 す る
こ と ） に よ っ て 、 廃 水 の 処 理 の た め の 酸 化 プ ロ セ ス の 反 応 速 度 を 増 加 さ せ る こ と が 、 一 般
に で き る よ う に な っ て い る 。 し か し 、 こ れ ら の プ ロ セ ス は 、 オ ゾ ン の 消 費 を 低 下 さ せ 得 ず
、 そ し て し ば し ば 、 全 体 の 費 用 を 大 い に 増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
Ｂ ａ ｓ ｅ ｌ ， 「 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｏ ｚ ｏ ｎ ｅ 　 Ｓ ｙ ｍ ｐ ｏ ｓ ｉ ｕ ｍ 　 Ｐ ｒ ｏ
ｃ ｅ ｅ ｄ ｉ ｎ ｇ ｓ 」 １ ９ ９ ９ 年 １ ０ 月 ２ １ 日 ～ ２ ２ 日
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
公 知 の 技 術 の 観 点 か ら 、 本 発 明 の 課 題 は 、 有 機 物 を 含 む 廃 水 を 処 理 す る た め の 、 オ ゾ ン を
節 約 し た 新 規 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。 す な わ ち 、 有 機 酸 中 間 体 は 、 オ ゾ ン に よ る 有 機
物 の 酸 化 か ら 形 成 さ れ る 場 合 に 、 水 に 溶 解 し た 原 子 価 イ オ ン と キ レ ー ト を 形 成 し 、 そ し て
こ の 廃 水 か ら 沈 殿 し 、 こ れ に よ っ て 、 消 費 さ れ る オ ゾ ン の 量 を 減 少 さ せ 、 そ し て 費 用 節 約
の 目 的 を 大 い に 達 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 廃 水 に お け る 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｃ Ｏ Ｄ ） を 低 下 さ せ る た め の 方 法 を 提 供 し 、
こ の 方 法 は 、 廃 水 中 に 含 ま れ る 有 機 物 の オ ゾ ン に よ る 酸 化 を 終 結 さ せ 得 る 原 子 価 イ オ ン が
、 オ ゾ ン と 共 に 使 用 さ れ 、 こ の 廃 水 に お け る Ｃ Ｏ Ｄ を 低 下 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 原 子 価 イ オ ン は 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 、 カ リ ウ ム イ オ ン 、 カ
ル シ ウ ム イ オ ン 、 マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン 、 鉄 イ オ ン 、 ク ロ ム イ オ ン 、
チ タ ン イ オ ン 、 お よ び ニ オ ブ イ オ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 原 子 価 イ オ ン は カ ル シ ウ ム イ オ ン で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 カ ル シ ウ ム イ オ ン の 源 は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 カ ル シ
ウ ム お よ び 酸 化 カ ル シ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 原 子 価 イ オ ン は マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン の 源 は 、 炭 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化 マ
グ ネ シ ウ ム 、 お よ び 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 方 法 は 、 過 酸 化 水 素 を 添 加 す る 工 程 を さ ら に 包 含 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム が 使 用 さ れ る 場 合 に 、 上 記 廃 水 の ｐ Ｈ 値 が ２ ～
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４ の 範 囲 に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 酸 化 カ ル シ ウ ム ま た は 水 酸 化 カ ル シ ウ ム が 使 用 さ れ る 場 合 に 、
上 記 廃 水 の ｐ Ｈ 値 が ９ ～ １ ３ の 範 囲 に 調 整 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 有 機 物 が 有 機 酸 に 酸 化 さ れ た と き に 、 上 記 原 子 価 イ オ ン が
添 加 さ れ て 、 こ の 酸 化 を 終 結 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 有 機 物 が ア ル コ ー ル に 酸 化 さ れ た と き に 、 上 記 原 子 価 イ オ
ン が 添 加 さ れ て 、 こ の 酸 化 を 終 結 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 有 機 物 が ア ル デ ヒ ド に 酸 化 さ れ た と き に 、 上 記 原 子 価 イ オ
ン が 添 加 さ れ て 、 こ の 酸 化 を 終 結 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 原 子 価 イ オ ン は 任 意 の 適 切 な 量 で 上 記 廃 水 に 添 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 原 子 価 イ オ ン は 、 １ 単 位 の Ｃ Ｏ Ｄ あ た り 約 １ 当 量 の 原 子 価
イ オ ン ～ １ 単 位 の Ｃ Ｏ Ｄ あ た り ２ 当 量 の 原 子 価 イ オ ン の 量 で 添 加 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 原 子 価 イ オ ン は ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 上 記 ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン の 源 は 、 ア ル ミ ナ お よ び 水 酸 化 ア ル ミ
ニ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 は 、 廃 水 に お け る Ｃ Ｏ Ｄ を 低 下 さ せ る た め の 方 法 に 関 し 、 こ の 方 法 は 、 廃 水 に お け
る 有 機 物 の オ ゾ ン に よ る 酸 化 を 終 結 さ せ 得 る 原 子 価 イ オ ン が 、 こ の 廃 水 の ｐ Ｈ 値 に 依 存 し
て 、 オ ゾ ン と 共 に 使 用 さ れ て 、 こ の 廃 水 に 含 ま れ る 有 機 物 の Ｃ Ｏ Ｄ を 低 下 さ せ る こ と を 特
徴 と す る 。 本 発 明 の 方 法 は 、 オ ゾ ン の 消 費 を 減 少 さ せ る こ と 、 廃 水 に 含 ま れ る 酸 化 プ ロ セ
ス を 単 純 に す る こ と 、 お よ び 費 用 を 節 約 す る と い う 利 点 を 有 し 、 そ し て 産 業 に お い て 広 く
使 用 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 明 細 書 中 に お い て 使 用 さ れ る 語 句 「 原 子 価 イ オ ン 」 と は 、 廃 水 中 の 有 機 物 の オ ゾ ン に よ
る 酸 化 を 終 結 さ せ 得 る 、 任 意 の 原 子 価 イ オ ン を い う 。 こ の よ う な 原 子 価 イ オ ン は 、 本 発 明
の 方 法 に 適 切 で あ り 、 好 ま し く は 、 ナ ト リ ウ ム イ オ ン 、 カ リ ウ ム イ オ ン 、 カ ル シ ウ ム イ オ
ン 、 マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン 、 ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン 、 鉄 イ オ ン 、 ク ロ ム イ オ ン 、 チ タ ン イ オ ン
、 お よ び ニ オ ブ イ オ ン で あ る 。 カ ル シ ウ ム イ オ ン の 源 は 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 カ ル シ
ウ ム 、 お よ び 酸 化 カ ル シ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 。 マ グ ネ シ ウ ム イ オ ン の 源 は 、 炭
酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 お よ び 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ
る 。 ア ル ミ ニ ウ ム イ オ ン の 源 は 、 ア ル ミ ナ お よ び 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 群 よ り 選 択
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 に 従 っ て 、 廃 水 に お け る Ｃ Ｏ Ｄ を 低 下 さ せ る た め の 方 法 は 、 過 酸 化 水 素 を 添 加 す る
工 程 を さ ら に 包 含 し 得 る 。 本 発 明 に お け る 、 過 酸 化 水 素 の さ ら な る 使 用 は 、 好 ま し い 結 果
を 有 す る こ と が 見 出 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
カ ル シ ウ ム イ オ ン を 、 本 発 明 の 方 法 に お い て 使 用 さ れ る 二 価 の イ オ ン の 例 と す る と 、 炭 酸
カ ル シ ウ ム が 使 用 さ れ る 場 合 、 廃 水 の ｐ Ｈ 値 は 、 好 ま し く は 、 ２ ～ ４ の 範 囲 内 で あ り 、 そ
し て 水 酸 化 カ ル シ ウ ム ま た は 酸 化 カ ル シ ウ ム が 使 用 さ れ る 場 合 、 廃 水 の ｐ Ｈ 値 は 、 好 ま し
く は 、 ９ ～ １ ３ の 範 囲 内 で あ る 。 炭 酸 カ ル シ ウ ム 、 水 酸 化 カ ル シ ウ ム お よ び 酸 化 カ ル シ ウ
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ム は 、 水 に 溶 解 し て カ ル シ ウ ム イ オ ン （ Ｃ ａ ２ ＋ ） お よ び ２ つ の 水 酸 化 物 イ オ ン （ Ｏ Ｈ －

） を 形 成 す る 。 こ の カ ル シ ウ ム イ オ ン は 、 オ ゾ ン の 酸 化 力 に 有 意 に 影 響 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
廃 水 中 に 含 ま れ る 有 機 物 の 、 オ ゾ ン に よ る 従 来 の 酸 化 の 最 も 通 常 の 主 生 成 物 は 、 酸 化 反 応
の 速 度 に 依 存 し て 、 有 機 酸 、 ア ル コ ー ル 、 ま た は ア ル デ ヒ ド で あ る 。 本 発 明 に お い て は 、
有 機 物 が 有 機 酸 、 ア ル コ ー ル 、 ま た は ア ル デ ヒ ド に 酸 化 さ れ た 任 意 の 時 点 で 、 原 子 価 イ オ
ン が 添 加 さ れ て 、 こ の 酸 化 を 終 結 さ せ 得 る 。 好 ま し く は 、 原 子 価 イ オ ン は 、 有 機 物 が 有 機
酸 に 酸 化 さ れ た と き に 、 本 発 明 の 方 法 に 添 加 さ れ る 。 こ の こ と は 、 カ ル ボ ン 酸 官 能 基 が 分
子 に 形 成 さ れ 、 そ し て そ の 分 子 が カ ル シ ウ ム イ オ ン を キ レ ー ト し 、 そ し て 廃 水 か ら 沈 澱 す
る こ と に 起 因 す る 。 従 っ て 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム ま た は 酸 化 カ ル シ ウ ム と 共 に オ ゾ ン を 使 用 す
る 本 発 明 の 方 法 に お い て は 、 廃 水 中 の 有 機 物 を 有 機 酸 に 酸 化 す る こ と の み が 、 必 要 で あ る
。 所 定 の 量 の 廃 水 に お け る Ｃ Ｏ Ｄ 、 オ ゾ ン の 消 費 量 、 お よ び 本 発 明 に お い て Ｃ Ｏ Ｄ を 低 下
さ せ る た め に 必 要 と さ れ る 時 間 の 全 て は 、 オ ゾ ン の み ま た は 上 記 の よ う な 他 の 進 歩 し た 酸
化 プ ロ セ ス を 使 用 す る 従 来 の 方 法 と 比 較 し て 、 大 い に 減 少 す る 。 酸 化 カ ル シ ウ ム お よ び 炭
酸 カ ル シ ウ ム の 低 い 費 用 、 な ら び に 沈 澱 物 の 容 易 な 処 理 に 起 因 し て 、 本 発 明 の 方 法 は 、 廃
水 を 取 り 扱 う 費 用 を 有 意 に 低 下 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
廃 水 の ｐ Ｈ 値 に 依 存 し て 、 原 子 価 イ オ ン は 、 任 意 の 適 切 な 量 で 廃 水 に 添 加 さ れ 、 こ の 量 は
、 当 業 者 に よ っ て 、 オ ゾ ン の 添 加 前 か 、 ま た は オ ゾ ン で の 有 機 物 の 酸 化 か ら 有 機 酸 が 形 成
す る と き に い つ で も の い ず れ か に 、 決 定 さ れ 得 る 。 好 ま し く は 、 原 子 価 イ オ ン は 、 １ 単 位
の Ｃ Ｏ Ｄ あ た り 約 １ 当 量 の 原 子 価 イ オ ン ～ １ 単 位 の Ｃ Ｏ Ｄ あ た り ２ 当 量 の 原 子 価 イ オ ン の
量 で 、 よ り 好 ま し く は 、 １ 単 位 の Ｃ Ｏ Ｄ あ た り 約 １ 当 量 の 原 子 価 イ オ ン の 量 で 、 添 加 さ れ
る 。 す な わ ち 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム ま た は 酸 化 カ ル シ ウ ム が 使 用 さ れ る 場 合 、 こ の 量 は 、 １ 単
位 の Ｃ Ｏ Ｄ あ た り 約 １ 当 量 の カ ル シ ウ ム イ オ ン ～ １ 単 位 の Ｃ Ｏ Ｄ あ た り ２ 当 量 の カ ル シ ウ
ム イ オ ン の 量 で あ る 。 Ｃ Ｏ Ｄ の 単 位 が 、 例 え ば ｍ ｇ ／ Ｌ で あ る こ と は 、 慣 習 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
い く ら か の 時 間 の 後 に Ｃ Ｏ ２ の 気 泡 が 形 成 さ れ る 場 合 に は 、 こ の こ と は 、 オ ゾ ン が 廃 水 中
の 有 機 分 子 と 反 応 し て い る こ と の 証 明 で あ る 。 こ の 時 点 で 、 廃 水 に 溶 解 し た 酸 化 カ ル シ ウ
ム は 、 そ の 添 加 量 に 依 存 し て 、 ゲ ル を 形 成 す る 。 Ｃ Ｏ Ｄ の 低 下 は 、 使 用 さ れ る オ ゾ ン の 使
用 量 に 依 存 す る 。 塩 基 性 条 件 下 で は 、 原 子 価 イ オ ン は ゲ ル を 形 成 す る 。 酸 性 条 件 下 で は 、
沈 殿 物 が 形 成 さ れ る 。 攪 拌 は 、 ゲ ル の 形 成 を 促 進 し 得 る 。 本 発 明 は 、 以 下 の 利 点 を 有 す る
： （ １ ） 本 発 明 の 方 法 に お い て 、 廃 水 中 の 有 機 物 を 有 機 酸 に 酸 化 す る こ と の み が 必 要 で あ
り 、 次 い で 原 子 価 イ オ ン と の キ レ ー ト 形 成 お よ び 沈 澱 に よ っ て こ の 形 成 し た 酸 を 廃 水 か ら
除 去 し て 、 こ の 廃 水 に お け る Ｃ Ｏ Ｄ を 低 下 さ せ る こ と ； （ ２ ） 本 発 明 の 方 法 は 、 大 き な 分
子 の 有 機 物 に 対 し て 使 用 さ れ る 場 合 に 、 な お よ り 効 果 的 で あ る こ と ； （ ３ ） カ ル シ ウ ム イ
オ ン の よ う な 安 価 な 原 子 価 イ オ ン が 、 本 発 明 の 方 法 に お い て 直 接 的 に 使 用 さ れ 、 全 費 用 を
低 下 さ せ 得 る こ と 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 下 の 実 施 例 は 、 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 役 に 立 つ が 、 本 発 明 を 限 定 し な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 実 施 例 】
本 実 施 例 は 、 グ リ セ リ ン （ １ ， ２ ， ３ － プ ロ パ ン ト リ オ ー ル Ｃ ３ Ｈ ５ （ Ｏ Ｈ ） ３ ） を 酸 化
カ ル シ ウ ム 溶 液 中 で 酸 化 す る こ と に よ る 、 廃 水 に お け る 化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｃ Ｏ Ｄ ） を 低
下 さ せ る た め の 本 発 明 の 方 法 を 説 明 す る 。 最 初 に 、 酸 化 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ Ｏ ） を 、 グ リ セ
リ ン を 含 む 塩 基 性 の 廃 水 に 溶 解 さ せ た 。 次 い で 、 オ ゾ ン （ Ｏ ３ ） を 、 気 泡 塔 法 に よ っ て 廃
水 に 注 入 し 、 グ リ セ リ ン お よ び 酸 化 カ ル シ ウ ム と 反 応 さ せ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
他 方 で 、 上 記 実 験 を 、 Ｃ ａ Ｏ を 使 用 し な い こ と を 除 い て 繰 り 返 し て 行 っ た 。 す な わ ち 、 Ｏ

３ 単 独 を 使 用 し て 、 廃 水 中 に 含 ま れ る グ リ セ リ ン を 酸 化 し た 。 実 験 デ ー タ を 収 集 し 、 そ し
て Ｃ Ｏ Ｄ と 、 本 発 明 の 方 法 の オ ゾ ン 使 用 量 お よ び オ ゾ ン 単 独 を 使 用 す る 従 来 の 方 法 の オ ゾ
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ン 使 用 量 と の 間 の 関 係 と し て 、 図 １ に 作 製 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 Ｏ ３ ＋ Ｃ ａ Ｏ で の 処 理 の オ ゾ ン 消 費 は 、 Ｏ ３ 単 独 の ほ ん の ３ 分 の ２ で
あ っ た 。 Ｃ ａ Ｏ が な い 場 合 に は 各 グ リ セ リ ン 分 子 が 平 均 ５ ． ６ 個 の オ ゾ ン 分 子 を 必 要 と す
る と 仮 定 す る と 、 こ の ６ ： ４ の 減 少 は 、 反 応 プ ロ セ ス か ら の ２ つ の オ ゾ ン 分 子 の 減 少 を 意
味 す る 。 こ の こ と は 、 カ ル ボ ン 酸 に 酸 化 さ れ る グ リ セ リ ン 分 子 が 、 カ ル シ ウ ム イ オ ン キ レ
ー ト の 沈 澱 に よ っ て 、 こ の 反 応 プ ロ セ ス か ら 除 去 さ れ る こ と に 起 因 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 の 方 法 を 最 適 化 す る た め に 、 上 記 実 験 に 、 過 酸 化 水 素 （ Ｈ ２ Ｏ ２ ） が 添 加 さ れ 得 る
こ と が 見 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 を 、 上 記 に お い て 説 明 の 目 的 で 詳 細 に 記 載 し た が 、 こ の よ う な 詳 細 は 単 な る 説 明 の
目 的 で あ る こ と 、 な ら び に 特 許 請 求 の 範 囲 に お い て 制 限 さ れ 得 る 場 合 を 除 い て 、 本 発 明 の
意 図 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 当 業 者 に よ っ て バ リ エ ー シ ョ ン が 作 製 さ れ 得 る こ
と が 、 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
化 学 的 酸 素 要 求 量 （ Ｃ Ｏ Ｄ ） を 低 下 さ せ る た め に 、 原 子 価 イ オ ン （ 例 え ば 、 廃 水 の ｐ Ｈ 値
に 依 存 し て 、 Ｃ ａ Ｏ ／ Ｃ ａ Ｃ Ｏ ３ ） を 添 加 す る こ と に よ っ て 、 廃 水 を 処 理 す る た め の 技 術
が 提 供 さ れ る 。 オ ゾ ン で の 有 機 物 の 酸 化 か ら 形 成 さ れ る 有 機 酸 中 間 体 は 、 水 に 溶 解 し た 原
子 価 イ オ ン と キ レ ー ト を 形 成 し 、 そ し て 廃 水 か ら 沈 澱 し て 、 消 費 さ れ る オ ゾ ン の 量 を 減 少
さ せ 、 そ し て 費 用 を 削 減 す る 。 本 発 明 の 方 法 は 、 好 ま し く は 、 反 応 の ｐ Ｈ 値 を 調 整 す る こ
と 、 お よ び ／ ま た は 過 酸 化 水 素 の 添 加 に よ っ て 、 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 有 機 物 を 含 む 廃 水 を 処 理 す る た め の 、 オ ゾ ン を 節 約 し た 新 規 方 法 が 提 供
さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 方 法 の オ ゾ ン 使 用 量 お よ び オ ゾ ン の み を 使 用 す る 従 来 の 方 法 の
オ ゾ ン 使 用 量 と 、 Ｃ Ｏ Ｄ と の 間 の 関 係 を 示 す 。
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【 図 １ 】
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